
　　　　

2025 年 2 月 1 日

8 時 0 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 ほのぼのとしあわせになろうのんびりとくじけるなまけるな
  「共感・共鳴」 「共輪・共生」  「共和・共同」   「共育・共助」

事業所名 キッズステーションあいの（放課後等デイサービス） 作成日支援プログラム

・近隣の公共施設などを利用して、外部環境の適切な認知と適切な行動を習得する支援を行います
・小集団でのゲームを行い集団生活を行うにあたって必要な社会性を身につける支援を行います

・終わりの会で活動の振り返りと気持ちをプレゼンテーションして言語表出・受容する力をつけます
・お当番制による朝の会・終わりの会での進行役や食事時の挨拶の号令役を行うことで、自己肯定感を高めます
・言語聴覚士との遊びの中で、言葉の理解や発音、コミュニケーション能力を向上させるための支援を行います

・ルールの理解が必要な遊びや集団活動を行うことで、相互理解や互いの存在を認め合いながら、仲間づくりにつながるよう支援します
・見立て遊びやごっこ遊びを行い、お友達との関わり方を学びます
・行事を通して他事業所の児童との交流やボランティアと関わり社会性を身につけます

支援方針
・家庭、学校、関係機関との連携を図り、個々の特性と発達の段階に応じた支援を行う
・「子どもの特性」の受容に伴う家族への「寄り添う支援」を行いながら、子どもの発達を共にサポートしていく
・集団療育と個別療育を明確化し、個々の成長に合わせた特色ある支援を提供する

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等
・季節ごとの行事（運動会・プール遊び・お祭り・クリスマス会・卒業を祝う会・お楽しみ外出）
・毎月の図書館外出・公園外出・有資格者の指導によるヨガ

家族支援
・ご家族の負担軽減のための送迎や入浴支援及び昼食の提供
・ご家族の状況に応じて、利用日・利用時間の調整

移行支援
・ライフステージの切り替えを見据えた将来的な移行に向けた準備
・同法人内の他事業所との情報共有・連携及び相談支援

地域支援・地域連携
・子供たちが通う学校や相談支援事業所との連携
・個別支援会議への参加

職員の質の向上
・事業所内研修（虐待防止・接遇マナー・介護技術など）
・QCサークル活動（小集団改善活動）
・県立こども医療福祉センターによる職員派遣及び研修会参加

支　援　内　容

・到着時の心身の把握（毎回体温測定・気分把握）を行います　　　・利用中の体調の変化等がある場合の適切な対処（看護師による処置・保護者への状況報告連絡）を行います
・管理栄養士が立てた栄養バランスの採れた食事を提供します　　　・必要な児童には摂食嚥下状態に合わせた食事を提供します
・日常生活に必要な基本的スキルを身につける支援を行います

・心身のリラックスと姿勢の改善、身体能力・集中力アップのため、有資格者指導によるヨガを行います
・理学療法士による活動を提供し、体力向上、体を動かすことの楽しさを体験します
・ラジオ体操や曲に合わせたダンスを行い、ワーキングメモリや自己制御力を高めます
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	支援プログラム参考様式

